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◇
２
月
は
何
と
言
っ
て
も
第
67
回
書
道
芸
術
院

展
関
連
の
仕
事
。
今
年
は
千
葉
先
生
か
ら
少
し

仕
事
を
引
き
継
ぎ
、
徐
々
に
内
容
が
分
か
る
に

つ
れ
事
業
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。

　

８
日
、
役
員
作
品
が
東
京
都
美
術
館
に
搬
入

さ
れ
た
。
何
と
こ
の
日
の
東
京
は
大
雪
に
見
舞

わ
れ
た
。
前
の
使
用
団
体
の
搬
出
が
長
引
き
、

雪
の
影
響
と
で
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
。
結
局

搬
入
開
始
が
午
後
２
時
半
頃
。
何
と
か
午
後
５

時
半
に
搬
入
が
終
わ
っ
た
が
、
一
部
の
作
品
は

交
通
機
関
が
全
く
動
か
ず
、
結
局
翌
日
の
審
査

に
も
間
に
合
わ
な
く
な
る
ハ
メ
に
な
っ
た
。

　

翌
９
日
は
朝
か
ら
大
賞
選
考
で
あ
っ
た
。
夜

が
明
け
る
と
東
京
23
区
は
積
雪
約
30
㎝
。
交
通

機
関
は
軒
並
み
マ
ヒ
。
審
査
に
間
に
合
わ
な
い

先
生
も
お
ら
れ
た
が
こ
れ
も
仕
方
な
く
、
欠

員
の
ま
ま
行
わ
れ
た
。
本
年
は
財
団
理
事
監
事

の
先
生
方
が
選
考
委
員
。
776
点
の
力
作
が
揃
い
、

厳
正
な
審
査
で
各
賞
が
決
ま
っ
て
い
く
。
書
道

芸
術
院
大
賞
に
は
か
な
部
・
群
馬
県
の
松
本
泰

子
さ
ん
が
輝
い
た
。
書
道
芸
術
院
準
大
賞
は
５

人
、
白
雪
紅
梅
賞
は
10
人
。
本
年
か
ら
新
た
に

書
道
芸
術
院
俊
英
賞
が
設
け
ら
れ
60
余
人
が
輝

い
た
。
玄
遠
社
関
係
で
は
漢
字
部
・
大
阪
府
の

田
口
鈴
水
さ
ん
が
準
大
賞
、
白
雪
紅
梅
賞
は
漢

字
部
・
奈
良
県
の
衣
田
琴
草
さ
ん
で
あ
っ
た
。

　

10
日
に
は
審
査
会
員
に
対
す
る
賞
の
選
考
が

財
団
理
事
監
事
に
て
行
わ
れ
た
。
今
回
よ
り
峰

雲
賞
が
な
く
な
り
、「
書
道
芸
術
院
春
華
賞
」
を

新
設
。
483
点
の
中
か
ら
１
点
し
か
選
ば
れ
な
い
。

本
年
は
漢
字
部
・
千
葉
県
の
半
田
藤
扇
先
生
が

選
ば
れ
た
。
併
せ
て
本
年
の
秋
季
展
推
薦
作
家
、

選
抜
作
家
の
選
考
も
行
わ
れ
た
。

　

15
日
の
陳
列
作
業
も
先
週
に
引
き
続
き
ま
た

大
雪
に
。
や
は
り
30
㎝
近
い
積
雪
と
な
り
交
通

機
関
は
マ
ヒ
。
朝
の
集
合
時
間
に
間
に
合
っ
た

お
手
伝
い
の
方
は
予
定
の
３
分
の
２
、
陳
列
業

者
は
半
分
く
ら
い
。
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ

た
が
、
午
後
に
な
り
次
第
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
。
何
と
か
陳
列
作
業
は
進
み
、
午
後
３

時
か
ら
の
記
者
会
見
は
予
定
通
り
開
催
。
本
年

評
論
家
の
眼
は
田
宮
文
平
・
名
児
耶
明
両
先
生

に
お
願
い
し
11
名
が
選
ば
れ
た
。
同
時
に
こ
の

日
は
翌
日
の
祝
賀
会
準
備
。
タ
ク
シ
ー
が
思
う

よ
う
に
手
配
で
き
ず
、私
の
車
で
事
務
所
・
都
美
・

帝
国
ホ
テ
ル
と
一
日
中
都
内
を
駆
け
回
っ
た
。

　

16
日
は
研
究
会
・
表
彰
式
・
祝
賀
会
。
本
年

は
学
生
展
表

彰
式
が
同
日

と
な
り
、
雪

の
影
響
も
あ

り
て
ん
や
わ

ん
や
で
あ
っ

た
。
欠
席
者

も
続
出
。
残

念
で
あ
っ
た
。

前
田 

龍
雲

雪の中500人ほどで祝賀会

ペ
ン
字

・
万 

年 

筆

・
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
ジ
ェ
ル
）

ペ
ン
先
の
割
れ
る
も
の
は
、
線
の
変
化
が

出
ま
す
。

ペ
ン
先
が
柔
ら
か
い
の
で
、
力
の
入
れ
方

で
線
が
変
化
し
ま
す
。

ペ
ン
先
は
硬
い
の
で
線
は
一
定
の
太
さ
の

字
に
な
り
ま
す
。

◎
自
分
に
合
っ
た
ペ
ン
で
書
き
ま
し
ょ
う

・
サ
イ
ン
ペ
ン
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廣
瀬
先
生

　
　
　
　
　
　
　

四
年　

岡
村  

一
慶

先
生
の

ほ
め
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
す
き

先
生
の

お
も
し
ろ
い
授
業
が
す
き

先
生
の

や
さ
し
い
と
こ
ろ
が
す
き

で
も

先
生
の
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
残
す

と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
き
ら
い

発
行  

こ
ど
も
詩
の
会
「
詩
集
」
第
38
集

　
　
　

平
成
25
年
度
３
月　

大
阪
市
立
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
３
月
は
第
67
回
書
道
芸
術
院
展
の
残
務
と
い

う
か
、
次
年
度
に
向
け
て
の
準
備
の
よ
う
な
仕

事
が
結
構
あ
っ
た
。
細
か
い
こ
と
で
は
表
彰
式

欠
席
者
に
賞
状
を
送
る
手
配
を
し
た
り
、
都
美

や
帝
国
ホ
テ
ル
に
搬
入
し
た
事
務
用
品
な
ど
の

整
理
を
し
た
り
。
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
の

が
書
道
芸
術
院
展
受
賞
者
で
昇
格
さ
れ
る
方
に

通
知
文
書
を
作
っ
て
発
送
す
る
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
仕
事
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
事
務
局
の
シ
ス
テ
ム
が
い
か
に
素
晴

ら
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
実
感
。
事

務
処
理
の
パ
ソ
コ
ン
化
だ
。
た
と
え
ば
前
述
の

通
知
文
書
発
送
。
千
葉
蒼
玄
先
生
が
長
年
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
で
つ
く
ら
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
シ

ス
テ
ム
で
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
っ
て
い
る
。
他
に

も
、
も
ち
ろ
ん
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
効
率
的

に
な
っ
て
い
る
部
分
が
多
々
。
私
の
よ
う
な
素

人
で
も
何
と
な
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
や
パ
ソ
コ
ン
な
し
で
は
事
務
所
機
能
は
果
た

せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
便
利
に
な
り
非
常
に
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
。
た
だ
心
配
な
の
は
シ
ス
テ

ム
が
ダ
ウ
ン
し
た

時
。シ
ス
テ
ム（
パ

ソ
コ
ン
）
の
中
身

が
分
か
ら
な
け
れ

ば
対
処
の
し
よ
う

が
な
い
。
ア
ナ
ロ

グ
で
も
何
と
か
対

処
で
き
る
よ
う
に

も
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
も
事
実
。
し
か
し
、
書
類
が

た
く
さ
ん
増
え
て
事
務
処
理
が
煩
雑
に
な
る
よ

う
で
は
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
間

違
い
も
増
え
る
。
で
き
る
だ
け
簡
素
化
し
て
誰

に
で
も
で
き
る
部
分
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
ば
ら
く
は
デ
ジ
ア
ナ
の
時
代
が

続
く
で
あ
ろ
う
。
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
に
は
、
も

う
パ
ソ
コ
ン
に
精
通
し
た
専
門
家
が
必
要
な
時

期
に
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

◇
３
月
27
日
は
竹
橋
の
毎
日
新
聞
本
社
地
下
に

あ
る
毎
日
ホ
ー
ル
で
、
第
66
回
毎
日
書
道
展
の

部
長
・
副
部
長
・
主
任
会
議
が
行
わ
れ
た
。
私

は
本
年
、
大
字
書
部
の
審
査
部
主
任
を
仰
せ
つ

か
っ
た
。
気
を
引
き
締
め
て
か
か
ら
な
け
れ
ば

鑑
別
・
審
査
が
滞
る
。
な
ん
と
か
先
生
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
、無
事
乗
り
切
り
た
い
と
思
う
。

今
回
展
の
実
行
委
員
長
は
船
本
芳
雲
先
生
で
あ

る
。
ご
挨
拶
に
、
昨
今
の
書
道
界
を
取
り
巻
く

状
況
を
お
話
し
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
情
報
公

開
の
時
代
だ
が
、
中
途
半
端
な
情
報
が
独
り
歩

き
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
徹

底
し
た
書
類
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
審
査
は

厳
正
に
、
良
い
作
品
を
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

展
覧
会
が
終
わ
っ
た
ら
み
ん
な
で
笑
っ
て
楽

し
い
展
覧
会
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
。

　

み
な
さ
ん
、
楽
し
ん
で
「
書
」
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
？ 

作
品
は
正
直
で
す
。「
道
」
が
つ
く

の
で
奥
が
深
く
難
解
な
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

楽
し
く
な
い
と
何
事
も
続
き
ま
せ
ん
よ
ね
。

前
田 

龍
雲

３月14日院理事会の様子
事務の大綱もここで決まる
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◇
４
月
に
入
り
大
個
展
が
開
催
さ
れ
た
。
作
品

は
５
月
号
に
一
部
紹
介
さ
れ
た
と
お
り
「
船
本

芳
雲
書
展
─
沁
み
い
る
故
郷
─
」
と
題
し
た
展

覧
会
で
あ
る
。
相

当
前
か
ら
計
画
を

た
て
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
、
昨
年
に

は
開
催
を
お
聞
き

し
て
お
り
、
楽
し

み
に
し
て
い
た
も

の
だ
。
会
期
は
４

月
３
日
〜
８
日
。

場
所
は
横
浜
に
あ
る
そ
ご
う
美
術
館
だ
。
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
の
大
き
な
書
家
の

個
展
は
初
め
て
の
よ
う
だ
。
船
本
先
生
と
は
高

野
山
競
書
大
会
の
審
査
で
20
年
ほ
ど
前
か
ら
お

世
話
に
な
り
、
書
の
こ
と
、
人
間
修
養
の
こ
と
、

書
道
界
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
お
話

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
中
国
に
も
ご
一
緒
し
、

こ
の
場
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
尊
敬
す
る
人
格

者
で
あ
る
。

　

先
生
は
１
９
４
２
年
樺
太
野
田
郡
生
ま
れ
。

幼
少
期
樺
太
か
ら
家
族
で
命
か
ら
が
ら
引
き 

揚
げ
さ
れ
、
石
川
県
能
登
半
島
の
珠
洲
郡
宝
立

町
（
現
珠
洲
市
）
に
お
い
て
高
校
生
ま
で
過
ご

さ
れ
た
。
そ
の
後
神
奈
川
県
で
青
木
香
流
先
生

に
師
事
。
現
在
は
（
一
財
）
毎
日
書
道
会
理

事
・
近
代
詩
文
書
部
審
査
会
員
、
日
本
詩
文
書

作
家
協
会
理
事
長
、（
一
社
）
書
燈
社
顧
問
な
ど
、

数
多
く
の
役
職
に
就
か
れ
て
い
る
。
以
前
か

ら
「
現
代
の
日
本
語
を
使
い
、
自
分
の
言
葉
で

書
表
現
を
す
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
、
鑑

賞
者
は
感
銘
を
受
け
る
。
中
に
は
目
頭
を
熱
く

さ
れ
る
方
も
見
受
け
ら
れ
た
。
書
は
勿
論
の
こ

と
、
絵
画
が
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
あ
り
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
。
先
生
の
広
さ
と
深
さ
が

感
じ
ら
れ
る
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
作
品
の
画
像

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
。

是
非
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

◇
４
月
23
・
25
の
両
日
、
競
書
誌
「
書
道

芸
術
」
の
特
別
昇
級
昇
段
試
験
が
実
施
さ
れ

た
。
今
回
か
ら
審
査
に
も
加
わ
っ
た
。
皆
さ

ん
の
力
作
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
し
か
し
師
範

に
昇
格
す
る
に
は
な
か
な
か
厳
し
い
。
ま
さ

に
試
験
。
全
体
の
４
分
の
１
ほ
ど
し
か
上
が

ら
な
い
。
難
関
を
突
破
さ
れ
た
作
品
は
や
は

り
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。
雑
事
に

追
わ
れ
書
け
な
く

な
る
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
か
ら
、
書

け
る
時
期
に
徹
底

的
に
鍛
錬
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 前

田 

龍
雲

特別昇級昇段試験審査

「船本芳雲書展 —沁みいる故郷—」

 2014 年 6月
 

西
原
清
繁
書
展

３
月
26
日（
水
）〜 

30
日（
日
）

う
ら
わ
美
術
館

壬申刻石臨　240×90

嵒嵒　300×180本然　153×84
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◇
５
月
１
日
は
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム

に
新
た
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
べ
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
競
書
雑
誌
「
書
道
芸

術
」
や
書
道
芸
術
院
展
の
審
査
シ
ス
テ
ム
な
ど

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
株
式
会
社
リ
ン
ク
ス

の
方
に
来
て
い
た
だ
い
た
。
も
ち
ろ
ん
既
存
に

導
入
は
し
て
い
る
の
だ
が
、
よ
り
高
度
な
も
の

に
す
る
た
め
だ
。
最
近
は
我
々
の
目
に
届
か
な

い
と
こ
ろ
で
変
な
パ
ソ
コ
ン
ウ
ィ
ル
ス
を
忍
び

込
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
素
人
で
は
対
処

し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。
事
務
所
で
は
膨
大

な
個
人
情
報
を
扱
っ
て
お
り
、
情
報
が
外
部
に

漏
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
何
事
も

完
璧
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
が
、
少
し
で
も
完

璧
に
近
い
状
態
で
運
用
し
た
い
も
の
だ
。
そ
う

こ
う
し
て
い
る
と
そ
の
翌
週
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
の
脆
弱
性
が
発
見

さ
れ
、
ま
る
ま
る
一
日
か
け
て
事
務
所
内
の
パ

ソ
コ
ン
を
す
べ
て
一
人
で
対
処
す
る
と
い
う
ハ

メ
に
な
っ
た
。
現
在
は
大
し
た
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
運
用
で
き
て
い
る
。

◇
５
月
15
日
は
競
書
雑
誌「
書
道
芸
術
学
生
版
」

の
昇
級
昇
段
試
験
の
審
査
が
行
わ
れ
た
。
さ
す

が
に
全
国
規
模
の
競
書
雑
誌
な
の
で
出
品
数
が

多
い
。
昨
年
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
数
の
力
作

が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
回
は
出
品
数
の
集
計
や
昇

級
数
を
割
り
出
す
一
覧
表
を
新
た
に
作
成
し
、

少
し
事
務
効
率
が
上
が
っ
た
よ
う
で
、
例
年
よ

り
は
若
干
早
く
終
わ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
改
良
の

余
地
が
あ
る
シ
ス
テ
ム
だ
が
ま
す
ま
す
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

◇
５
月
は
い
よ
い
よ
我
々
の
目
に
す
る
部
分
で

第
66
回
毎
日
書
道
展
が
動
き
出
し
た
。
12
〜
14

日
が
公
募
作
品
の
受
付
搬
入
。
22
〜
26
日
に
国

立
新
美
術
館
で
作
品
搬
入
・
整
理
・
厳
正
な
鑑

別
が
行
わ
れ
、
入
選
作
品
が
決
定
し
た
。

　

折
か
ら
の
不
況
・
震
災
な
ど
で
出
品
数
の
減

少
が
見
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
通
り
の
結
果
に

な
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し 

依
然
公
募
出
品
数

日
本
一
の
大
展
覧
会
に
は
違
い
な
い
。
書
道
芸

術
院
は
微
減
だ
が
、
昨
年
と
同
数
と
言
っ
て
も

差
し
支
え
な
い
も
の
だ
。
残
念
な
が
ら
玄
遠
社

関
係
の
出
品
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
作
品
は

大
き
く
大
変
そ
う
に
見
え
、
出
費
も
か
か
る
が
、

こ
の
よ
う
な
公
募
展
は
目
に
見
え
な
い
部
分
で

自
分
自
身
の
力
に
も
な
り
、
交
流
範
囲
も
広
く

な
る
。
作
品
の
質
向
上
は
も
と
よ
り
、
人
間
修

養
の
場
で
あ
る
。
未
だ
出
品
さ
れ
て
い
な
い
方

は
勇
気
を
も
っ
て
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

玄
遠
社
の

先
生
方
は

経
験
が
豊

富
な
の
で
、

必
ず
力
に

な
っ
て
い

た
だ
け
る

こ
と
は
間

違
い
な
い
。

前
田 

龍
雲

本年の大字書部当番審査員。書道芸
術院からは崎井恵風・石田春窓先生

 2014 年 7月
 

真 下 京 子 展
— 心の中をかいまみすれば —

５月10日（土）〜 18日（日）
ノイエス朝日 スペース 1･2

戦後いちはやく、前衛書作家として登場した吉沢京子（真下さんの旧姓）
さんの最後の個展。国際展や赤レンガ展（横浜）でも常連として大活躍中

（春洋）　
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◇
６
月
８
日
朝
、
東
京
大
阪
の
喧
噪
を
抜
け

出
し
一
路
高
知
県
は
安
芸
市
に
向
か
っ
た
。

第
32
回
安
芸
全
国
書
展
が
開
催
さ
れ
、
表
彰

式
・
祝
賀
会
に
も
出
席
す
る
た
め
だ
。

　

安
芸
市
は
、
高
知
市
の
東
約
40 
km
。
高

知
市
と
室
戸
岬
の
中
間
く
ら
い
に
位
置
す
る
。

市
街
地
は
安
芸
川
・
伊
尾
木
川
の
二
つ
の
河

川
が
四
国
山
脈
か
ら
平
野
を
南
流
し
て
太
平

洋
に
注
ぐ
。
そ
し
て
温
暖
。
農
産
物
で
は
ピ
ー

マ
ン
、
ナ
ス
、
柚
子
な
ど
、
ま
た
海
産
物
で

は
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
が
有
名
。
伝
統
的
な
産

業
と
し
て
粘
土
瓦
や
内
原
野
焼
き
な
ど
が
あ

る
。
安
芸
市
に
縁
の
あ
る
人
物
は
、
三
菱
財

閥
の
創
始
者
で
も
あ
る
岩
崎
弥
太
郎
や
、「
雀

の
学
校
」
な
ど
数
々
の
童
謡
を
作
曲
し
た
弘

田
龍
太
郎
の
生
誕
地
。
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
幕

内
力
士
の
土
佐
ノ
海
・
栃
煌
山
、
ま
た
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
大
阪
人

に
も
馴
染
み
が
あ
る
。

　

安
芸
市
は
古
く
藩
政
時
代
よ
り
書
道
が
非

常
に
盛
ん
で
、
ま
た
大
正
後
期
か
ら
昭
和
に

か
け
、
川
谷
横
雲
・
尚
亭
兄
弟
・
手
島
右
卿
・

南
不
乗
な
ど
の
優
れ
た
書
家
を
輩
出
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
地
に
書
道
美
術
館
が
あ
る
。

安
芸
市
立
書
道
美
術
館
は
全
国
で
初
め
て
書

道
専
門
の
公
立
美
術
館
と
し
て
昭
和
57
年
10

月
に
開
館
。
土
居
廓
中
の
安
芸
城
跡
に
あ
る
。

館
内
に
は
日
本
書
壇
を
代
表
す
る
作
家
の
作

品
展
示
は
も
と
よ
り
、
全
国
書
展
や
、
特
別

企
画
展
も
催
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
書
道
に
関
す

る
資
料
や
書
籍
も
充
実
。
安
芸
全
国
書
展
は

書
の
殿
堂
と
し
て
全
国
か
ら
１
、４
０
０
点
を

越
す
作
品
が

応
募
さ
れ
て

注
目
を
集
め

て
い
る
。
ま

た
「
全
国
書

展
高
校
生
大

会
」
な
ど
の

書
展
が
毎
年

開
催
さ
れ
て

い
る
。

◇
６
月
12
日
に
は
書
道
芸
術
院
の
理
事
会
が

行
わ
れ
た
。
財
団
役
員
が
若
干
入
れ
替
わ
り

新
体
制
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
詳
細
は
『
書

道
芸
術
』
誌
、
も
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
後
、
第
68
回
書

道
芸
術
院
展
の
運
営
委
員
会
・
実
行
委
員
会

が
行
わ
れ
た
。
大
綱
は
67
回
展
と
同
様
で
あ

る
。
67
回
展
に
も
増
し
て
大
変
な
の
が
学
生

展
表
彰
式
、
院
展
作
品
研
究
会
・
表
彰
式
・

祝
賀
会
、
作
品
撤
去
が
同
じ
日
に
行
わ
れ
る
。

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

前
田 

龍
雲

安芸展祝賀会の一コマ

 2014 年 8月
 

第17回 国際交流ウィーン展 ワークショップ(2)
2014.６月23日（月）〜 27日（金） 在オーストリア日本大使館

「無」　 唐岩  碧水

「礼」　依岡  紫峰

「秋風や」　白石  和楓

「花」　 川島  舟錦

「海」　 大野  祥雲

「寿」　 崎井  恵風

「歓」　 小浜  大明

「鳴」　 飯田  春香
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た
け
う
ま
や
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぢ
り
に　

 

久
保
田
万
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

見
越  

雪
枝

ひ
と
り
ゐ
て
二
人
し
づ
か
の
さ
わ
や
か
に　

 

恩
地
春
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
藤 

美
知
子

◇
こ
の
夏
は
何
度
も
台
風
が
直
撃
し
た
り
前

線
が
居
座
り
各
地
で
大
雨
を
降
ら
し
た
り
と

大
荒
れ
の
模
様
で
あ
る
。
毎
年
毎
日
書
道
展

の
入
賞
審
査
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
か
ら
夏
本
番
。

過
ご
し
に
く
い
季
節
の
到
来
だ
。

　

そ
ん
な
暑
い
さ
な
か
、
７
月
２
日
、
第

66
回
毎
日
書
道
展
の
会
員
賞
選
考
が
行
わ

れ
た
。
本
年
は
例
年
の
賞
数
に
戻
り
よ
り
一

層
難
関
で
あ
っ
た
。
昨
年
の
書
道
芸
術
院

関
係
の
受
賞
者
は
４
人
。
本
年
は
２
人
で

あ
る
。
刻
字
部
・
工
藤
溪
舟
、
前
衛
書
部
・

知
野
洛
水
先
生
が
栄
え
あ
る
賞
に
輝
か
れ

た
。
翌
３
日
は
文
部
科
学
大
臣
賞
選
考
。
創

玄
書
道
会
の
室
井
玄
聳
先
生
が
受
賞
さ
れ
た
。

◇
７
月
中
旬
は
書
道
芸
術
院
関
係
の
書
展

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
文
藝
春
秋
画
廊
で
は
飯

田
春
香
・
崎
井
恵
風
・
髙
田
春
来
・
前
田
龍

雲
の
四
人
展
。
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
毎
日
で
は
み

ち
の
く
の
書
人
た
ち
展
で
青
森
・
岩
手
・
宮

城
各
県
の
作
家
が
集
っ
た
。
下
谷
洋
子
先
生

率
い
る
書
泉
会
展
は
銀
座
清
月
堂
画
廊
に

て
。玉
松
会
は
黒
川
江
偉
子
先
生
の
個
展
コ
ー

ナ
ー
あ
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
作
品
が

発
表
さ
れ
た
。
毎
日
研
修
旅
行
団
の
同
窓
展

も
、
大
黒
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
豊
峯
会
、
印

象
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
楽
竹
の
会
な
ど
に
ぎ

や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　

と
り
わ
け
大
き
な
も
の
は
書
道
芸
術
院
常

務
理
事
の
小
竹
石
雲
先
生
が
行
わ
れ
た
銀
座

で
の
個
展
で
あ
る
。
地
元
岡
山
で
は
こ
れ
ま

で
数
度
個
展
を
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京

で
は
初
め
て
と
の
こ
と
。
７
月
14
日
夕
刻
、

展
覧
会
場
で
の
祝
賀
会
を
は
じ
め
、
会
場
は

連
日
大
賑
わ
い
。
素
晴
ら
し
い
作
品
内
容
に

感
銘
を
受
け
た
。
会
期
中
に
は
2
度
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
15
日
下
谷
洋
子
・

辻
元
大
雲
先
生
が
、
18
日
に
は
島
谷
弘
幸
東

博
副
館
長
、
種

谷
萬
城
白
扇
会

理
事
長
が
小
竹

先
生
を
囲
ん
で

多
岐
に
わ
た
る

内
容
の
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で

き
た
。

◇
７
月
20
日
は
毎
日
書
道
展
の
表
彰
式
・
祝

賀
会
で
あ
っ
た
。
本
年
の
書
道
芸
術
院
関
係

受
賞
者
数
は
、
会
員
賞
２
、
毎
日
賞
15
、
秀

作
賞
32
、
佳
作
賞
64
、
Ｕ
23
毎
日
賞
１
、

Ｕ
23
奨
励
賞
５
の
成
績
で
あ
っ
た
。
毎
日
書

道
展
の
祝
賀
会
後
、
書
道
芸
術
院
主
催
の
祝

賀
会
を
芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。
本
年

も
司
会
進
行
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
Ｕ

23
受
賞
者
の
紹
介
を
前
半
に
も
っ
て
き
て
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
も
ら
っ
た
。
大
勢

の
参
加
者
で
盛
況
で
あ
っ
た
。

前
田 

龍
雲

小竹石雲書展にて

 2014 年 9月
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◇
８
月
20
・
21
日
と
書
道
芸
術
院
秋
季
展
の

審
査
会
員
候
補
公
募
作
品
整
理
が
書
道
芸
術

院
の
事
務
所
で
行
わ
れ
た
。
27
日
に
は
東
京

文
具
会
館
に
て
審
査
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の

応
募
点
数
は
３
７
０
点 

２
１
８
人
。
昨
年
よ

り
５
％
増
加
で
あ
る
。
特
に
前
衛
書
部
が
増

加
。
現
代
詩
文
書
部
が
ほ
ぼ
半
減
し
た
。
こ

の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
の
上
、
秋
季
菊
花
賞

６
点
（
昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
４
点
）。
秋
季
俊
英

賞
44
点
が
選
ば
れ
た
。
最
近
特
に
誤
字
チ
ェ
ッ

ク
が
厳
し
い
。
漢
字
部
・
現
代
詩
文
書
部
出
品

者
は
要
注
意
。
し
か
し
難
関
で
あ
る
。
そ
し
て

昨
年
よ
り
、
公
益
財
団
法
人
化
に
伴
い
秋
季
俊

英
賞
も
昇
格
の
点
数
に
加
え
ら
れ
る
。
玄
遠
社

関
係
は
漢
字
部
・
堀
田
白
扇
さ
ん
が
み
ご
と
菊

花
賞
に
輝
い
た
。
俊
英
賞
に
は
漢
字
部
・
旭  

箏
陽
、
河
岡
北
秀
、
木
村
澄
春
、
田
中
喜
美
枝
、

橡
尾
箏
興
さ
ん
。
９
月
30
日
、
秋
季
展
初
日
に

表
彰
さ
れ
る
。
展
覧
会
場
は
紙
パ
ル
プ
会
館

５
階
に
移
転
し
た
セ
ン
ト
ラ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
銀
座
。
表
彰
式
は
紙
パ
ル
プ
会
館
２
階
銀
座

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
で
あ
る
。
本
年
は
玄
遠

社
書
展
と
同
じ
会
期
で
あ
る
が
、
時
間
を
作
っ

て
お
出
か
け
い
た
だ
き
た
い
。

◇
書
道
芸
術
院
の
恒
例
行
事
、
単
位
認
定
講

習
会
が
８
月
23
・
24
日
の
日
程
で
行
わ
れ

た
。
本
年
の
担
当
は
関
西
総
局
。
場
所
は
和

歌
山
県
高
野
山
。
こ
こ
で
の
開
催
は
40
年
ぶ

り
と
聞
く
。
漢
字
・
か
な
・
現
代
詩
文
・
篆

刻
刻
字
（
本
年
は
篆
刻
）・
前
衛
・
原
拓
書

道
史
・
書
道
芸
術
院
史
、
書
写
教
育
の
講

義
、
そ
し
て
今
回
は
特
別
に
、
添
田
隆
昭
高

野
山
金
剛
峯
寺
宗
務
総
長
に
よ
る
講
話
と

充
実
し
た
内
容
。
受
講
生
・
役
員
あ
わ
せ
て

２
２
０
名
以
上
の
参
加
で
会
場
の
高
野
山
大

学
体
育
館
は
溢
れ
か
え
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の

人
数
を
１
カ
所
で
収
容
で
き
る
宿
泊
施
設
は

な
く
、
４
カ
所
に
分
宿
と
な
る
な
ど
準
備
が

た
い
へ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
東
京
の
書
道
芸
術
院
事
務
所
で
も
資
料

や
封
筒
の
印
刷
、
入
金
管
理
な
ど
、
参
加
人

数
相
応
の
仕
事
量
で
あ
っ
た
。
東
京
は
猛
暑

で
あ
っ
た
が
、
高
野
山
は
標
高
９
０
０
〜

１
、０
０
０
メ
ー
ト
ル
で
下
界
よ
り
数
度
低

い
気
温
。
若
干
湿
度
は
あ
る
が
涼
し
か
っ

た
。
ク
ー
ラ
ー
の
な
い
講
習
会
場
で
あ
っ

た
が
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
受
講
生
は
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
清
々
し
さ
を
感
じ
る
余
裕
は
な
か
っ

た
か
も
し
れ

な
い
が
。
来

年
は
東
北
総

局(

後
藤
大

峰
総
局
長)

が
担
当
。
秋

保
温
泉
の
予

定
と
聞
い
て

い
る
。

前
田 

龍
雲

熱心な指導を受ける受講生

 2014 年 10月
 

  読めないけれど・・・・・。　煌彩会（神戸 主宰　佐伯 孝子）
　　　　　　※前衛書の墨や形に対する感性について学ぼう。

佐伯孝子　　「行」 交錯する PASSION　　180×285

8.20（水）〜8.24（日）原田の森ギャラリー
煌彩会選抜前衛書展　— 30 の象 （カタチ）—

 小池蹊舟書展 日々新たに
テーマ

 木 簡（臨書から創作へ）  

2014. 10. 18 (土) 〜 20 (月) 
大阪産業創造館３F マーケットプラザ

2014. 11. 17 (月) 〜 23 (日)
アートサロン毎日
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◇
10

生
学
術
芸
道
書
「
誌
雑
書
競
例
月
は
月

の
」
術
芸
道
書
「
の
象
対
人
大
は
前
以
。
た

う
よ
た
い
て
れ
わ
行
に
期
時
同
も
験
試
段
昇

よ
う
行
て
し
ら
ず
月
か
１
ら
か
年
昨
、
が
だ

負
の
所
務
事
と
方
生
先
の
者
導
指
て
し
に
う

。
た
し
に
う
よ
る
す
散
分
を
担

10

め
締
が
日

す
て
け
か
日
一
々
丸
。
理
整
の
品
作
、
り
切

。
る
あ
で
変
大
く
多
が
数
験
受
、
が
だ
の
る

は
査
審

15

。
た
れ
わ
行
で
内
所
務
事
、
日

　

に
か
い
、
が
う
ろ
だ
う
そ
も
体
団
の
こ
ど

夫
工
か
る
す
に
う
よ
い
な
さ
ら
減
を
数
品
出

く
よ
は
本
手
の
誌
雑
は
ず
ま
。
る
い
て
し
を

生
学
。
る
い
て
出
に
話
と
い
な
け
い
と
い
な

つ
か
、
実
忠
に
本
基
、
で
の
な
の
も
ぶ
学
が

で
の
い
な
け
い
と
い
な
え
備
ね
兼
も
性
自
独

。
る
あ
で
題
難
か
な
か
な
は
れ
こ
。
る
あ

　

せ
わ
合
ち
打
の
月
翌
に
末
月
は
で
所
務
事

な
ま
ざ
ま
さ
皆
に
れ
ぞ
れ
そ
。
る
い
て
し
を

え
抱
を
族
家
と
事
仕

。
る
い
て
き
生
ら
が
な

そ
間
週
一
が
員
全

か
な
か
な
が
と
こ
る

整
調
で
の
い
な
き
で

し
回
か
と
何
て
し
を

ま
う
が
せ
わ
合
ち
打
。
だ
状
現
が
の
る
い
て

ス
ン
ラ
バ
。
す
た
き
を
障
支
と
い
な
か
い
く

い
な
ら
な
ば
れ
け
な
し
に
う
よ
い
な
さ
崩
を

。
だ
頃
の
こ
日
今
る
じ
感
と

 

◇
10
月
31

11

池
・
京
東
、
で
ま
日
３
月

劇
術
芸
京
東
の
袋

行
が
」
展
書
蔵
大

は
ん
さ
蔵
大
子
金

東
、
年
３
７
９
１

子
金
。
れ
ま
生
京

。
事
師
に
生
先
義
卓

査
審
展
道
書
日
毎作

品
は
超
大
作
。
タ
テ
約
５
メ

ト
ル

ヨ

約
コ

20

は
近
最
。
る
あ
で
節
一
の
」
程
道
「
な
名
有

増
が
会
機
る
す
に
目
を
作
大
の
い
ら
く
れ
こ

変
大
で
味
意
な
ん
ろ
い
。
う
思
に
う
よ
た
え

小
と
む
組
り
取
に
の
も
な
き
大
度
一
、
が
だ

ん
さ
皆
。
る
な
に
楽
が
の
く
書
を
品
作
い
さ

し
そ
。
品
出
に
部
幅
条
の
」
遠
玄
「
ず
ま
も

。
か
う
ろ
だ
が
か
い
は
て
み
て
し
ジ
ン

田
前
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